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2)食道および胃癌に対す る超音波内視鏡の有

用性について

山川 明
新保 雅宏 ::･･l∴ ･'･･L‥.:I-/ 言 .‥‥.･t

横田 剛 ･佐藤 栄午 ( 同 内科)

われわれは,超音波内視鏡検査に医療用コソドームを

利用 したパル-ソ法をこより,検索を行っている.1996

年7月より,GF-UMQ2榊 は0批 )および EU-M30

を導入したので,その有用性を検討した.対象症例は,

病理組織学的に比較が可能であった食道表在癌3例と胃

早期癌u例である.EUS癒深遠度診断では,粘膜癌正

診率ま00%と良好であった.粘膜下層嬢では66.7%と

良好とはいえなかったが,壁構造の 20MHzEuSに

よる描出能をみると,食道壁および腎壁構造は,9から

11層に措出され おおよその粘膜筋板,固有筋層の識別

が可能であったことより,食道表在癌,腎早期癌の深遠

度診断には,20MHzEUSを用いた検索が有用と思わ

れた.

3)f()lli｡ultlrgnStI･itisの臨床的検討
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4)原発性多発性カソジダ感染 胃潰癌の ま例

中津 俊郎 ･能滞 明宏
i･酎千二 一郎 ･小林 勲 (Aj謬 郡総合病院)

和栗 吸盤 (新潟大学第三内科)

柏村 浩 ･西倉 鰹 し 同 第 ･病理)

既存の胃鏡轟に続発性にカソジダ感液を伴うことは決

して稀ではないが,今回我々はラ10ケ以上の多発病変を

認め,原発性と考えられたカソジダ感染胃液癌の1例を

経験 したので報嘗サ る.

症例は70才女性.平成8年6月12日検診の胃透視にて

胃体上部に隆起性病変を指摘され当科を受診した.内視

鏡検査にて胃藤上部犬鷲から琴隆部にかけて厚い白苔に

被覆された激痛性病変を10ケ以上認めた.自首を採取 し

培養にて Camdidaalbicansが証明され,自書付着部粘

操の生検組織からは活動斯波轟の所見と粘膜表層への

Candidaの感染とが認められたため,カソジダ感染胃

液壕と診断した.本例には制酸剤等の内服歴はなかった

が,胃液 pH は6.0と低酸の状態であった,治療として

最初に経口用 ミコナゾ-ルゲル 20g嶺週間の授与を行っ

たが,自苔の厚みは減じたものの潰轟の縮小は認められ

なかった.つぎに内服にてフルコナゾ-ル 200mgを

4週間授与したところ,自首は完全に消失L波癌は治癒

したことより,本例の潰癌の成因にはカソジダ感染の関

与が示唆された.

本例は濃轟が極めて多発 していることや発生部位が胃

濃癌の好発部位とは異なること,さらに組織学的所見と

治療経過か玩 原発性のカソジダ感染胃液癌と考えられた.

5)CDDP,5FU が著効 した AFP産生胃癌の

ま例
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CDDP,5FU が著効 した AFP産生性胃癌の1例を

報告した.症例は,72才,男性 主訴は貧血で,AFPが

?チ895r唱/mlと上昇 していた.胃内視鏡にて国全体に

多発するさまざまな様相を望 した胃癌を認め,CT では

肝転移巣はなく,閂脈内腰痛塞栓を認めた.以上より門

脈内藤癌塞栓を来 した AFP産生性胃癌と診断 した.

観治的治癒切除は鏑難と考え,CDDP,5FU の併用化

学療法を施行 したところ,AFPは 2,2mg/mlまで低

下し 腎病変の縮小および門脈内藤療塞栓の消失を認め

た.現在治療後6カ月で生存率である,AFP産生胃癌

に対しては敬治手術が不可能な例でも化学療法を試みる

べきであると考えられた.

6)原発性胆汁性肝硬変 津BC)の経過観察中

に, 1年間で直径 5cm の隆起塾早期胃癌

が出現 した 1例
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症例は58歳の女性.1991年 PBC と診断され 毎年

上部消化管内視鏡検査を施行されていた.1995年9月

の検査では異常を認めなかった胃噴門部に1年後,径 5

cm 太の隆起塾病変を認め, 1塾進行癌を疑い,胃切除

術を施行 した.病理組織診断は,乳頭状管状腺癌,47X

40×35mm の 0-王塾 sm 癌で,一群 リソバ節に転


